
鉄筋Ｄ 16 － 8 本

Ａs＝ mm2

Ｄ＝ mm : 杭径

ｒs＝ mm : 中心から鉄筋までの距離

ｒ＝ mm : 仮想鉄筋コンクリート断面半径

λ＝ mm :すみ肉溶接の脚長

ℓo＝ mm ：溶接長

τs＝ N/mm2 ：杭の溶接部のせん断応力度

h＝ mm
Ｔ＝ mm : 杭の埋込み長

ｈ1＝ mm : 杭頭よりフーチング上面までの距離

σca＝ N/mm2 ：コンクリート許容支圧応力度

σsa＝ N/mm2 ：鉄筋の許容引張応力度

　常時

Ｍ＝ kN・m ：モーメント

Ｎ＝ kN ：押込み力

Ｎ’＝ kN ：引抜き力

Ｈ＝ kN : 水平力

ⅰ）フーチングコンクリートの垂直支圧応力度

　σcv＝Ｎ/（π/4・Ｄ2）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅱ）フーチングコンクリートの水平支圧応力度

　σcv＝Ｈ/（Ｄ・Ｔ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅲ）フーチングコンクリートの押抜きせん断応力度

　τ＝Ｎ/（π（Ｄ＋ｈ1）ｈ1）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅳ）仮想鉄筋コンクリートの応力度

  　 仮想コンクリートの応力度を算定するには、まず次式を満足するψをもとめる。

e

ｒ

　　この場合、最初にψを仮定して試算する。さらに求めたψを

k＝ 1－cosψ

　　に代入して得られるｋ及びＣを用いて応力度を計算する。

　　ここで、補強に使用する鉄筋量をＤ 16 － 8 本とすると
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7.杭とフーチング結合部(結合方法：方法Ｂ）
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Nmax＝ Nの場合

Ｍ

Ｎ

e

ｒ

　　これを満足するψを求め、ｋおよびＣを計算すると

ψ　 ＝

k　　＝ 1－cosψ＝

Ｃ　  ＝

e

ｒ

  よって、

σc＝Ｎ/（ｒ2・Ｃ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ｒs

ｒ

＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

Nmin= Nの場合
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ｒ

　　これを満足するψを求め、ｋおよびＣを計算すると
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e

ｒ

  よって、

σc＝Ｎ/（ｒ2・Ｃ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK
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ⅴ）鉄筋の定着長

鉄筋Ｄ 16 を使用しているので

Ａs＝ mm2

Ｕ＝ mm2

よって、定着長は

×

×

ⅵ）溶接部のせん断応力度

×

× ×

＝ N/mm2 > N/mm2-------- NG
ここに、

λ＝ mm :すみ肉溶接の脚長
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地震時

Ｍ＝ kN・m ：モーメント

Ｎ＝ kN ：押込み力

Ｎ’＝ kN ：引抜き力

Ｈ＝ kN : 水平力

ⅰ）フーチングコンクリートの垂直支圧応力度

　σcv＝Ｎ/（π/4・Ｄ2）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅱ）フーチングコンクリートの水平支圧応力度

　σcv＝Ｈ/（Ｄ・Ｔ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅲ）フーチングコンクリートの押抜きせん断応力度

　τ＝Ｎ/（π（Ｄ＋ｈ1）ｈ1）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅳ）仮想鉄筋コンクリートの応力度

  　 仮想コンクリートの応力度を算定するには、まず次式を満足するψをもとめる。

e

ｒ

　　この場合、最初にψを仮定して試算する。さらに求めたψを

k＝ 1－cosψ

　　に代入して得られるｋ及びＣを用いて応力度を計算する。

　　ここで、補強に使用する鉄筋量をＤ 16 － 8 本とすると

Ａs＝ mm2

ｐ＝ Ａｓ/π・ｒ2＝

Nmax＝ Nの場合
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Ｎ
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ｒ

　　これを満足するψを求め、ｋおよびＣを計算すると

ψ　 ＝

k　　＝ 1－cosψ＝

Ｃ　  ＝

e

ｒ

  よって、

σc＝Ｎ/（ｒ2・Ｃ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK
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Nmin= Nの場合

Ｍ

Ｎ

e

ｒ

　　これを満足するψを求め、ｋおよびＣを計算すると

ψ　 ＝

k　　＝ 1－cosψ＝

Ｃ　  ＝

e

ｒ

  よって、

σc＝Ｎ/（ｒ2・Ｃ）＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ｒs

ｒ

＝ N/mm2 < N/mm2・・・・・・OK

ⅴ）鉄筋の定着長

鉄筋Ｄ 16 を使用しているので

Ａs＝ mm2

Ｕ＝ mm2

よって、定着長は

×

×

ⅵ）溶接部のせん断応力度

×

× ×

＝ N/m2 > N/m2----------- NG
ここに、

λ＝ mm :すみ肉溶接の脚長
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計算結果

鉄筋Ｄ 16 － 8 本

Ａs＝ mm2

常時

Ｍ＝ kN・m ：モーメント

Ｎ＝ kN ：押込み力

Ｎ’＝ kN ：引抜き力

Ｈ＝ kN ： 水平力

フーチングコンクリートの垂直支圧応力度

フーチングコンクリートの水平支圧応力度

フーチングコンクリートの押抜きせん断応力度

仮想鉄筋コンクリートの応力度(Nmaxの場合)

仮想鉄筋の応力度(Nmaxの場合)

仮想鉄筋コンクリートの応力度(Nminの場合)

仮想鉄筋の応力度(Nminの場合)

溶接部のせん断応力度

地震時

Ｍ＝ kN・m ：モーメント

Ｎ＝ kN ：押込み力

Ｎ’＝ kN ：引抜き力

Ｈ＝ kN : 水平力

フーチングコンクリートの垂直支圧応力度

フーチングコンクリートの水平支圧応力度

フーチングコンクリートの押抜きせん断応力度

仮想鉄筋コンクリートの応力度(Nmaxの場合)

仮想鉄筋の応力度(Nmaxの場合)

仮想鉄筋コンクリートの応力度(Nminの場合)

仮想鉄筋の応力度(Nminの場合)

溶接部のせん断応力度

鉄筋の定着長 Ｌ＝ mm

42.60 1.1 NO

2.59 7.0 OK
17.00 180.0

判定

判定

NO

43.37

25.53

1588.8

28.37
179.55
143.85

511

42.60 0.7

照査項目
計算値 許容値

N/m2

46.53
131.07

92.73

OK

10.00 180.0 OK

0.55 7.0 OK
2.62 7.0 OK

0.80 7.0 OK
OK

N/m2 N/m2
2.00 7.0

計算値 許容値
照査項目

OK
N/m2

2.00 10.5
1.36 10.5

OK

OK
0.40 10.5 OK
7.48 10.5 OK

50.00 270.0 OK

0.54 270.0 OK
0.40 10.5
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